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江
戸
期
に
は
「
写
し
絵
」
（
光
源
は
蝋
燭
）
に
よ
り
人
々
は
そ
の

画
像
を
楽
し
ん
だ
。
次
に
登
場
す
る
の
は
「
幻
燈
」
で
あ
る
。
明

治
六
年
文
部
省
の
寺
島
精
一
が
米
国
か
ら
帰
国
の
際
、
幻
燈
機
と

種
板
約
七
十
枚
持
ち
帰
っ
た
が
直
ち
に
実
用
化
さ
れ
ず
、
同
十
三

年
に
文
部
省
は
理
科
学
の
新
知
識
の
あ
る
鶴
淵
初
蔵
と
中
島
待
乳

の
二
人
に
幻
燈
機
の
製
作
を
依
頼
し
、
研
究
を
重
ね
て
製
作
に
成

功
し
文
部
省
に
納
品
し
た
。
文
部
省
は
地
方
の
師
範
学
校
に
マ
ジ

ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
を
「
幻
燈
」
と
訳
名
を
つ
け
配
布
し
た
（
石
井
研

堂
著
、
明
治
事
物
起
源
）
。
医
事
新
聞
、
二
十
一
号
（
明
治
十
三
年

一
月
）
に
「
本
月
六
日
石
黒
忠
恵
君
は
東
京
大
學
瞥
學
部
を
借
用

し
て
朝
野
の
書
士
を
會
し
書
學
部
教
授
三
宅
秀
、
田
口
和
美
の
二

君
を
請
招
し
幻
燈
シ
ネ
プ
チ
コ
ン
を
用
ひ
て
組
織
學
的
映
壹
並
に

辮
解
を
演
し
終
て
立
食
會
を
催
さ
れ
た
り
」
と
あ
る
。
わ
が
国
の

幻
燈
に
よ
る
医
学
教
育
の
噴
矢
と
判
断
し
て
よ
い
。
翌
十
四
年
十

40

日
本
に
お
け
る
医
学
映
画
の
淵
源

寺
畑
喜
朔

月
文
部
省
は
「
幻
燈
用
解
篭
圖
略
説
」
を
公
刊
し
た
。
専
用
種
板

二
十
枚
は
未
発
見
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
に
文
部
省
は
経
費
が
欠

乏
し
幻
燈
教
育
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
鶴
淵
は
民
間
へ
広
め
よ

う
と
日
本
教
育
幻
燈
会
を
組
織
し
、
そ
の
効
用
の
啓
蒙
に
努
め

た
。
同
十
九
年
福
島
県
白
川
郡
役
所
よ
り
一
組
の
注
文
を
受
け
、

以
来
次
第
に
そ
の
成
果
が
見
え
始
め
た
。
積
極
的
に
活
用
し
た
の

は
衛
生
思
想
を
広
め
よ
う
と
し
た
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
機
関
誌

の
事
業
記
事
は
そ
の
実
情
を
伝
え
て
い
る
。

十
九
世
紀
末
国
ｓ
８
ｐ
は
「
動
か
な
い
幻
燈
を
動
く
映
画
に
す

る
」
発
想
で
キ
ネ
マ
ト
ス
コ
ー
プ
を
発
明
し
（
同
時
代
仏
国
ル
ミ

エ
ー
ル
兄
弟
が
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
発
明
）
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月

初
め
て
神
戸
に
業
者
高
橋
信
治
に
よ
り
二
台
輸
入
さ
れ
、
上
映
さ

れ
（
神
戸
又
新
日
報
）
、
こ
れ
を
「
活
動
写
真
」
と
名
付
け
た
。
以

来
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
、
横
浜
で
活
動
写
真
は
急
速
に
普
及
し

興
業
化
が
進
ん
だ
。

医
学
分
野
で
明
治
期
の
活
動
写
真
に
関
す
る
資
料
を
検
索
す
る

が
、
未
だ
確
た
る
知
見
を
得
な
い
が
、
明
治
四
十
四
年
三
月
の
小

金
井
良
精
教
授
在
職
二
十
五
年
記
念
会
で
活
動
写
真
（
娯
楽

物
？
）
が
上
映
さ
れ
て
い
る
（
医
海
時
報
）
。
医
事
雑
誌
「
大
日
本
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私
立
衛
生
会
雑
誌
」
を
通
覧
す
る
と
、
大
正
六
～
七
年
に
は
、
日

本
結
核
予
防
協
会
監
修
の
「
結
核
予
防
フ
イ
ル
ム
」
の
発
売
広
告

と
内
容
紹
介
が
あ
り
、
同
誌
に
各
種
幻
燈
機
の
同
時
発
売
の
広
告

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
は
幻
燈
、
映
画
の
折
衷
期
で
、
医
学
分

野
で
は
衛
生
思
想
の
普
及
、
啓
蒙
が
先
行
し
た
と
み
て
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
大
正
九
年
七
月
に
「
活
動
写
真
の
医
学
的
応
用
」
の
見

出
し
で
大
阪
マ
ル
ホ
商
会
が
米
国
ク
リ
ニ
カ
ル
フ
イ
ル
ム
社
製
の

手
術
映
画
四
種
と
携
帯
映
画
器
を
輸
入
し
、
活
用
を
薦
め
て
い
る

（
医
海
時
報
）
。
幸
い
大
正
十
五
年
五
月
に
開
学
記
念
会
を
開
催
し

た
金
沢
医
科
大
学
で
は
基
礎
、
臨
床
の
各
教
室
が
製
作
し
た
活
動

写
真
を
一
般
公
開
上
映
し
た
。
そ
の
フ
イ
ル
ム
が
約
二
○
巻
保
存

さ
れ
て
い
る
（
一
部
再
生
ビ
デ
オ
化
す
る
）
。

本
格
的
に
わ
が
国
で
積
極
的
に
医
学
映
画
に
取
り
組
む
の
は
ト

ー
キ
ー
が
普
及
す
る
昭
和
初
期
で
あ
る
。
日
本
医
学
会
で
最
初
に

医
学
映
画
を
公
開
し
た
の
は
昭
和
五
年
の
第
八
回
総
会
（
大
阪
医

科
大
学
、
会
頭
佐
多
愛
彦
）
で
東
京
医
学
写
真
協
会
が
主
催
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
九
本
で
伝
染
病
研
究
所
（
五
本
）
、
京
大
の
藤

波
鑑
、
大
沢
達
、
慶
大
の
川
上
漸
、
北
川
正
惇
、
新
大
の
澤
田
敬

義
、
愛
知
大
の
斎
藤
真
（
四
本
）
、
九
大
の
三
宅
速
ら
が
医
学
映

画
を
出
品
上
映
し
た
。
以
来
、
第
十
、
十
一
回
医
学
会
総
会
に
お

い
て
医
学
映
画
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
的
普
及
は
こ
の
時
代
か
ら

で
あ
る
。
名
大
斎
藤
真
教
授
が
発
起
し
、
昭
和
十
四
年
に
医
学
映

画
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
会
員
に
全
国
医
育
機
関
の
教
授
達
が
多

数
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
研
究
会
が
作
成
し
た
会
員
ら
の
所
蔵

映
画
の
目
録
を
み
る
と
、
誠
に
盛
大
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
実

態
は
未
詳
で
あ
る
が
、
目
録
を
通
じ
て
会
員
相
互
に
交
換
上
映
し

た
よ
う
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
彪
大
な
フ
イ
ル
ム
は
可
燃
性
の
た
め

第
二
次
世
界
大
戦
で
人
為
的
に
調
査
の
結
果
、
焼
却
の
運
命
を
辿

っ
た
と
聞
く
。
惜
し
き
か
な
、
惜
し
き
か
な
。

（
金
沢
医
科
大
学
）


